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指定水域のＣＯＤと河川流量について 

 

東京湾、伊勢湾・三河湾、大阪湾及び瀬戸内海（大阪湾を除く）における主要河川1の流

量と補正ＣＯＤの関係について、水質総量規制の目標年度等を初年度とする５年ごとに整

理した結果を以下に示す。平均河川流量は、平成元年から５年までの期間に最も多くなっ

ており、東京湾、伊勢湾・三河湾及び大阪湾については、この期間、補正ＣＯＤが低くな

っていることが示されている。 

 

このようなことから、東京湾、伊勢湾・三河湾及び大阪湾については、海域のＣＯＤが

河川流量の影響を受けている可能性が考えられる。一方、大阪湾を除く瀬戸内海について

は、海域のＣＯＤと河川流量との間に明確な関係はみられない。 

 

このように、海域ごとに河川流量がＣＯＤに与える影響の度合いが異なるのは、海域の

容量に対する河川流量の比が、海域毎に異なっているためと考えられる。以下の表に、各

海域における河川流量と海域容量の比を示す。大阪湾を除く瀬戸内海については、年間河

川流量に対する海域の容量が約３８倍であり、他の海域よりも相当大きくなっている。 

 

表 各海域における年間河川流量と海域容量の比 

 東京湾 
伊勢湾 

(三河湾を除く)
三河湾 大阪湾 

瀬戸内海 

(大阪湾を除く)

海域容量 

(億 m3) 
６２１ ３３９ ５５ ４４０ ８，３７５ 

年間河川流量 

(億 m3) 
８６ １８０ ２０ ８７ ２２１ 

 海域容量  

年間河川流量 
７．３倍 １．９倍 ２．８倍 ５．１倍 ３７．９倍 

※年間河川流量は、平成 13 年までの過去 20 年間平均 

                                                  
1 東京湾、伊勢湾(三河湾を除く)、三河湾、大阪湾、瀬戸内海(大阪湾を除く)について、それぞれ６、８、２、３及び 19

の主要な河川を対象とした。 

資料４ 



2 

4.6
4.1

3.3
3.7

3.4

-

80

160

240

320

400

S54-S58 S59-S63 H1-H5 H6-H10 H11-H15

平
均
河
川
流
量
　
（
m
^3
/
se
c）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0 平
均
補
正
Ｃ
Ｏ
Ｄ
　
（
m
g/
L
）

河川流量 補正COD

  

（ａ）東京湾 
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（ｂ）伊勢湾（三河湾を除く） 
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（ｃ）三河湾 

図－１ 指定水域における補正ＣＯＤと河川流量の推移 
出典） 

河川流量 ：流量年表 

ＣＯＤ ：広域総合水質調査の結果に太平洋沿岸平均 COD による補正を加えたもの 
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（ｄ）大阪湾 
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（ｅ）大阪湾を除く瀬戸内海 

図－１ 指定水域における補正ＣＯＤと河川流量の推移（つづき） 
出典） 

河川流量 ：流量年表 

ＣＯＤ ：広域総合水質調査の結果に太平洋沿岸平均 COD による補正を加えたもの 

 


